
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

「第46回ＥＳＴ創発セミナーin鹿追〔北海道〕」 
多様なエネルギー活用による持続可能なまち・交通づくり 
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日時：2023 年 10 月 10 日（火）13:30～16:30 

会場：鹿追町民ホール ミュージカルホール 

主催：国土交通省北海道運輸局、鹿追町、 
ＥＳＴ普及推進委員会、 
公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

 



 
 

 

 

 



 
 

「第 46 回ＥＳＴ創発セミナー in 鹿追〔北海道〕」の開催にあたって 

 

今年７月、鹿追町（しかおいちょう）が実施している「『家畜ふん尿由来水素』を核とし

た EST モデル事業」が、第 13 回 EST 交通環境大賞の【環境大臣賞】を受賞しました。 

鹿追町は、家畜ふん尿を適正処理するために設置されたバイオガスプラントから供給さ

れるバイオガスを活用し、水素サプライチェーンを国内で唯一構築しました。北海道初の

定置式水素ステーションを設置するとともに、新車・中古車ともに対象とした町独自の購

入補助を行い、町内の役場・地元企業・酪農家・住民などが合計 20 台以上の FCEV を導入

しています。さらに、自営線マイクログリッドでのエネルギーマネジメントシステム運用

により、太陽光発電による余剰電力を公用車 EV・PHEV の充電に活用する等、多様なエネル

ギーを活用したまち・交通づくりを進めています。環境省の第 1 回脱炭素先行地域にも選

定され、ゼロカーボンシティ宣言を契機に全庁的に脱炭素化に取り組む体制を整え、徒歩・

自転車通勤等を推進しています。以上の取組が、環境大臣賞に値すると評価されました。 

この鹿追町での取組は、地域における課題解決と脱炭素化を同時に実現するモデルケー

スとなる可能性があります。本セミナーでは、環境的に持続可能な地域交通の実現に関す

る講演、鹿追町の取組紹介とともに、意見交換を通じて鹿追町での今後の展開や、他地域

で脱炭素化に取り組むために参考となることについて議論します。 

 

【プログラム】 

１３：３０ 開会挨拶 鹿追町 

国土交通省北海道運輸局 

公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

１３：４５ 

 

 

 

基調講演 環境的に持続可能な交通（ＥＳＴ）とは︖ 

-交通が地球環境に貢献できるようにするために- 

名古屋大学大学院 環境学研究科 教授 加藤 博和 

特別講演 環境等にやさしい交通のために明日からできること 

一般社団法人北海道開発技術センター 地域政策研究所交通政策室長 大井 元揮 

１４：４５ 休  憩 

１５：００ 

 

 

 

取組紹介 『家畜ふん尿由来水素』を核とした EST モデル事業 

鹿追町長 喜井 知己 

意見交換 多様なエネルギー活用による持続可能なまち・交通づくり 

（ﾊﾟﾈﾘｽﾄ）一般社団法人北海道開発技術センター 地域政策研究所交通政策室長 大井 元揮 

鹿追町長 喜井 知己 

鹿島建設株式会社 環境本部 本部次長 野口 浩 

国土交通省 北海道運輸局 交通政策部長 蹴揚 秀男 

（ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ）名古屋大学大学院 環境学研究科 教授 加藤 博和 

１６：３０ 閉会 
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https://global.toyota/pages/globa
l_toyota/sustainability/esg/challe
nge2050/challenge2/life_cycle_as
sessment_report_jp.pdf
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Research Institute of Electric-driven Vehicles, WASEDA University
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Nagoya Univ. Regional Strategy Lab.
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EST の普及を図るため、EST 普及推進委員会事務局では、毎月『ＥＳＴメールマガジン』

を発行し、寄稿、交通と環境に関連したニュース・トピック、イベント情報などを掲載して

います。 

詳しくは、下記 URL をご覧いただくか、「EST ポータルサイト」で検索してください。 

 

EST メールマガジン 

https://www.estfukyu.jp/mailmagazine.html 
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